
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

８
６

回
 

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
・
ス
ト
ー
ブ

・
ス
ト
ー
ブ

・
ス
ト
ー
ブ

・
ス
ト
ー
ブ
内
筒
煙
突
取
替
据
付

内
筒
煙
突
取
替
据
付

内
筒
煙
突
取
替
据
付

内
筒
煙
突
取
替
据
付
とと とと
薪
作
薪
作

薪
作

薪
作
りり りり
他他 他他

 

 

◇
実

施
日

 
平

成
２

６
年

１
１

月
０

８
日

(
土

)
 

晴
後

薄
曇

 

◇
参

加
者

 
川

島
 

功
、
沖
﨑
沖
﨑
沖
﨑

沖
﨑
吉

信
、

児
嶋

道
夫

、
濱

野
兼

吉
、

 

青
木
青
木
青
木

青
木
宏

充
氏

と
他

(
池

田
太

郎
)
は

宿
泊

。
 

５
名

他
１

名
。

 

◇
 
作

業
内

容
・

ロ
ケ

ッ
ト

マ
ス

ヒ
ー

タ
ー

(
ス

ト
ー

ブ
)
内

筒
煙

突
取

替
 

 
 

 
 

 
 

・
囲

炉
裏

上
の

フ
ー

ド
取

外
し

 
 

 

 
 

 
 

 
 

・
薪

材
料

の
加

工
集

積
 
 

 
 

 
計

画
・
準

備
。
実

行
の

段
取

り
で

何
時

も
や

き
も

き
さ

せ
ら

れ
る

の
が

、

当
日

の
天

気
具

合
で

あ
る

が
、

そ
れ

が
屋

根
ペ

ン
キ

塗
り

と
な

る
と

「
や

き
も

き
」

も
最

高
潮

に
達

し
て

、
当

日
の

み
な

ら
ず

前
後

の
天

気
は

ど
う

か
、

加
え

て
夜

露
の

具
合

ま
で

心
配

に
な

る
な

ど
、

胃
が

痛
く

な
る

思
い

で
あ

る
。

 

 
当

初
の

予
定

で
は

本
日

(
８

日
)
と

翌
日

の
１

泊
２

日
で

平
治

宿
の

屋
根

ペ
ン

キ
塗

替
を

計
画

し
て

い
た

が
、

事
前

の
予

報
で

は
８

日
は

晴
で

あ
る

が
、

９
日

は
曇

か
ら

雨
、

更
に

１
０

日
・

１
１

日
も

雨
に

変
わ

る
な

ど
二

転
三

転
の

結
果

、
実

行
２

日
前

に
中

止
を

決
定

し
た

。
 

 
そ

の
中

止
連

絡
す

る
な

か
、

８
日

は
何

と
か

天
気

が
良

さ
そ

う
な

の
で

 

行
仙

宿
の

ロ
ケ

ッ
ト

ス
ト

ー
ブ

は
応

急
処

置
で

使
用

し
て

い
る

の
で

、
児

嶋
氏

が
ス

テ
ン

レ
ス

板
厚

さ
２

㎜
に

し
た

オ
イ

ル
缶

内
筒

煙
突

を
新

た
に

作
製

し
て

下
さ

っ
た

の
で

、
行

仙
宿

へ
据

付
改

修
に

い
こ

ら
と

相
成

っ
た

。
 

 
毎

度
新

宮
７

時
出

発
も

、
ま

あ
ー

ゆ
っ

く
り

で
い

い
か

と
８

時
に

出
る

。
 

 
途

中
、

国
道

４
２

５
号

の
通

行
規

制
が

あ
る

ぞ
と

の
声

で
、

板
屋

・
上

葛
川

・
２

１
世

紀
の

森
経

由
で

登
山

口
へ

、
青

木
君

も
先

程
着

い
た

ば
か

り
で

あ
っ

た
。

 

 
川

島
氏

さ
ん

は
オ

イ
ル

缶
内

筒
煙

突
、

児
嶋

さ
ん

は
断

熱
材

パ
ー

ラ
イ

ト
、

濱
野

氏
は

根
木

さ
ん

寄
贈

の
材

引
上

げ
機

材
、

沖
﨑

は
湯

川
一

郎
君

の
お

母
さ

ん
の

実
家

か
ら

頂
い

た
卓

袱
台

(
ち

ゃ
ぶ

台
)
を
背

に
１

１
時
過

ぎ
行

仙
宿

に
着

い
た

。
 

 
小

屋
に

は
、
電
源
開

発
㈱
橋

本
送
電
所

か
ら

の
寄

贈
品

が
置

い
て

あ
る

。
 

１
０

月
末

に
荷

上
げ

し
て

下
さ

っ
た
様

で
、
本

当
に
有
難

く
助

か
り

ま
す

、
 

毎
々

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

す
。

寄
贈

年
月

を
箱

に
記

し
、

使
用

時
に

先
 

出
し

出
来

る
様

に
す

る
。

 

早
速

、
児

嶋
・

川
島
組

が
ス

ト
ー

ブ
内

筒
煙

突
取

替
作

業
に

、
濱

野
君

 

は
倒

木
の
皮
む

き
、

青
木

・
沖

﨑
が

薪
材
確
保
組

に
分

れ
る

。
 

 
玄
関

で
ス

ト
ー

ブ
内

筒
を
ひ

っ
く

り
返

し
て

、
箕

の
上

に
断

熱
材

パ
ー

 

ラ
イ

ト
を

取
り

出
す

。
底

の
鉄

板
と

内
筒

煙
突

連
結

口
が

、
最

も
温

度
が

 

高
く

な
る

事
か

ら
、
熱
劣
化

と
熔
け

て
鉄

板
の

煙
突

口
が
拡

が
っ

て
い

る
。
 

又
、
旧

内
筒

煙
突

の
固

定
ボ

ル
ト

が
熱
劣
化

で
外

れ
て

お
り

、
新

規
内

筒
 

煙
突
設

置
時

に
支
障

に
な

り
、

ペ
ン
チ

・
ス

パ
ナ
等

で
除
去

す
る

が
劣
化

 

で
外

せ
ず

、
定
期
点
検

を
兼
ね

て
発
電

機
を
動

か
し

、
サ

ン
ダ

ー
で
固

定
 

ネ
ジ
３

本
切

り
取

り
、
変
形

し
た
鉄

板
を
ハ

ン
マ

ー
で
叩

い
て

修
正

す
る

。
 

 
新

規
内

筒
煙

突
に
旧

内
筒

外
側

の
上
部

オ
イ

ル
缶

を
継
ぎ

、
周

り
に

取
 

り
出

し
た

・
パ
―

ラ
イ

ト
と

新
品

を
追

加
充
填

す
る

。
 

 
 

 
 

 

新
規

オ
イ

ル
缶

内
筒

煙
突

 
内

筒
煙

突
に

断
熱

材
充

填
 

 
寄

贈
ち

ゃ
ぶ

台
で

昼
食

 

外
筒

の
ド

ラ
ム

缶
を
被

せ
る

と
、

新
規

内
筒

煙
突

下
の

ス
テ

ン
レ

ス
板

 



が
支

え
る

の
か
不
安

定
で

あ
り

、
ド

ラ
ム

缶
底

の
残
存
鉄

板
を

一
部
切

る
 

必
要

が
あ

る
。

児
嶋

さ
ん
サ

ン
ダ

ー
で
切

ら
ず

に
、
金
切

り
鋏

で
切

り
込

 

み
を
入

れ
折

り
曲

げ
る

。
 

出
発

が
遅

か
っ

た
の

で
約

４
０
分

作
業

し
、

湯
川

氏
寄

贈
の

ち
ゃ
ぶ

台
 

を
囲

ん
で
昼
食

と
す

る
。

 

ス
ト

ー
ブ

の
煙

突
は

、
更

に
約

４
５
㎝
継
ぎ
足

し
、
既
存

フ
ー

ド
上

の
 

四
角

煙
突

内
奥

に
延
長

し
た

。
こ

の
延
長

に
よ

り
煙

が
室

内
へ

一
層
漏

れ
 

て
来

な
く

な
る

事
か

ら
、

囲
炉

裏
上

の
フ

ー
ド

が
必
要

な
い

と
思

わ
れ

取

外
す

事
に

す
る

。
 

フ
ー

ド
上

の
連

結
ネ
ジ
ボ

ル
ト

を
ド

ラ
イ
バ

ー
で

外
す

が
、

一
部
廻

ら
 

ず
無
理

と
あ

き
ら
め

か
け

て
い

る
と

、
児

嶋
さ

ん
ス

パ
ナ

か
メ
ガ
ネ

レ
ン

 

チ
を
併

用
す

る
と

外
せ

る
と

の
事

か
ら

、
二
人

で
脚
立

と
組
立
食

台
に

上

が
り
ネ
ジ
ボ

ル
ト

を
抜

き
外

す
。

 

ス
ト

ー
プ

の
外

筒
ド

ラ
ム

缶
及
び
自
在
鍵

が
、

引
っ
掛

り
外

せ
な

い
事

 

か
ら

一
時

取
外

し
、
吊

り
鎖

か
ら

外
す

の
に

４
人

で
持

ち
取

外
し

た
。

 

薪
材
組

は
、

途
中

か
ら

濱
野

君
も

加
わ

り
、
チ
ェ

ン
ソ

ー
・

一
輪
車

を
 

持
出

し
奥
駈

道
の
左
右

か
ら

相
当
量
確
保

し
た

、
忘

年
山

行
時

こ
れ

を
小

 

割
り

に
す

れ
ば

、
し

ば
ら

く
大
丈

夫
か

。
 

フ
ー

ド
取

外
し

に
よ

り
玄
関

か
ら
塩

川
正
十

郎
先
生

の
扁
額

「
山
林
抖

 

擻
」

が
見

え
る
様

に
な

り
広

く
宿

内
が
見
渡

せ
る

が
、
長

年
小

屋
内

に
吊

 

り
下

が
っ

て
い

た
フ

ー
ド

が
無

く
な

り
、

す
っ

き
り

し
た
様

な
さ
び

し
い

 

様
な

気
持

で
あ

る
。

 
 

１
４

時
頃

作
業

を
終

え
る

。
持

経
宿

・
平

治
宿

へ
回

す
缶

パ
ン

や
薪
割

り
用

の
斧

・
矢

な
ど

を
準

備
す

る
。

 

作
業

途
中

に
、
吉

野
か

ら
の
縦
走

者
・
池

田
太

郎
君

(
２

８
才
;
岡

山
県
;
 

調
理
士

)
が
水
汲

み
な

ど
手
伝

う
、
今

夜
宿

泊
の

青
木

君
の
両

名
を
残

し
下

山
し

た
。

 

 
 

 
 

囲
炉

裏
上

の
フ

ー
ド

取
外

し
 

 
改

修
ス

ト
ー

ブ
 

 
 

下
山

前
の

記
念

撮
影

 

 
   
行
動
行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
新

宮
7:50
→

板
屋
・
上

葛
川

経
由
→

10:00
補
給
路

登
山

口
10:10

→
11:05

行
仙

宿
14:50

→
15:15

登
山

口
15:20

→
17:00

新
宮

。
 

寄
贈
寄
贈
寄
贈

寄
贈
品品 品品

 
・
電
源
開

発
蕪
㈱
橋

本
送
電
所
；； ；；
飲

料
水

２
箱

(2L
×

12
本

)、
木
炭

１
箱

缶
パ

ン
２
箱

(４
８
個

)、
ガ

ス
カ

ー
ト
リ

ッ
ジ

９
本

。
 

・
児

嶋
道

夫
；

ス
ト

ー
ブ

内
筒

 
 

・
湯

川
一

郎
；

卓
袱

台
１

卓
。

 

・
青

木
充

宏
；
小

テ
ー

ブ
ル

・
便
座
カ
バ

ー
・
小
箒

。
 

・
根

木
俊
明
：

材
引

上
げ

機
材

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(記

 
沖

﨑
) 

 


